
 
 

※ 申請書から転記いただいて構いません。 

「ＪＡバンク茨城子ども食堂応援助成２０２３」活動報告書 

活動名 つくば「こどもの家」食堂が企画する特別イベント活動 

団体名 特定非営利活動法人マナーズ 

この活動で
取り組んだ
地域の課題
や背景（※） 

・つくば 「こどもの家」食堂は１０年目を迎えますが、その活動の中で、つくば市また
近隣の地域では、でひとり親家庭、生活困窮している方々が多くあること、職場や学校
以外のコミュニティーに属することがなく、悩みがあっても相談できるところ、頼れる
人、場所がなく親子で悩みを抱え孤立してしまうご家庭もある事を知り、孤立は子育て
の行き詰まりにつながりやすく、安心して気軽に過ごせ、話ができる場所の必要性があ
ります。 
・経済的に困窮していて家族で何かをするイベント的な行事の経験も少ない子どもた
ちや、表面的には見えない学校の教材や服なども十分に購入できないこどもたちが存在
しています。 
・地域には居場所生きがいを求めているシニアの方々が多くおられます。 

この活動の
目的（※） 

・様々な家庭環境にいるこどもが普段経験できない季節のイベントを体験し、思い出の
１ページを作こと。 
・大人も子供も一緒になって楽しいことを共有する場を提供すること。 
・シニアの方々にも積極的にボランテアに参加することで交流の楽しさ、生きがいを見
出すこと。 
・人と人との繋がりの輪を広げるコミュニティーの形成する足がかりとすること。 

活動の対象
（※） 

近隣地域に居住するこどもから大人、シニアまでの多世代。 
経済的に困窮しているご家庭を優先していますが、誰でも利用がしやすいように配慮を
しています。 
 

実施内容 

毎月第１と第３水曜日の 5 時半から 19 時半の時間で。イートインと持ち帰りの両方で
食事（お弁当）を提供しています。 
今回の活動では８月に夏休みイベントとしてバーベキューと花火、１２月にクリスマス 
イベントとしてクリスマスディナーとミニクラシックコンサートを開催しました。 
炭火で焼いたお肉をたくさん食べた後はボランティアさの高校生と遊び、最後は花火大
会。歓声にあふれた夜となりました。 
クリスマスでは美味しいビーフシチューを食べた後、ゲームやお話、プロの演奏家によ
る子供に馴染みのある曲の演奏と盛りだくさんのプログラムでした。体を使ったゲーム
は大人も子供も一緒になり白熱したものとなり、面白かったー︕との声があちこちにか
ら聞こえました。 
２つのイベント共に参加した方々は笑顔でまた来たいといって帰られました。 
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活動実施後
の成果 

このイベント後、参加希望者が増えて、会場のキャパのこともあり、参加人数の調整が
必要となってきました。 

今後の展望
や 新 た に  
見えてきた
地域課題 

最近はスクールカウンセラーの方の紹介で食堂を利用されるご家庭が増えてきており、
様々な特性のあるお子様の子育てに悩み孤立している様子を見受けます。子ども食堂
で、ボランティアの学生とこどもたちが遊んでいる様子や普段食べない野菜を食べてい
る姿に涙を流したり、保護者自身もフタッフと話をすることで気持ちが上向きになって
いる様子を拝見すると、こどもだけでなく保護者の支援も必要。学校でもなく、職場で
もなく、しがらみもない第３の居場所としてのニーズを改めて感じています。 
 

寄付者への
一言（※） 

お陰様で、参加者の笑顔が溢れるイベントとなりました。 
バーベキューや花火は夏休みのよい思い出となり、家ではこんなことさせてあげられな
いから本当に助かりました。という保護者の声もいただきました。 
クリスマスイベントではプロの奏者の生演奏やクリスマスプレゼントに子供達は目を
輝かせていました。皆様からいただいたご寄付がこどもたちの心に多くの感動と経験と
して生かされています。心から感謝いたします。 
 

自己評価 
（いずれかに

○を記入） 

○A 目標を超える成果を得ることができた 
B． ほぼ目標どおりの結果となった 
C．残念ながら目標を達成できなかった 
D．その他（                                ） 

自己評価で C

を記入された

場合、その理由 

 
 
 
 

※ 欄の大きさは自由に変えていただいて結構ですが、全体で 2 ページ以内となるようご配慮ください。 
※ 活動の様子がわかる写真数枚のデータを別途ご送付ください。 
※ その他必要に応じて補足書類をご提出ください。 


